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真
人
里
地
巡
回
バ
ス 

試
行
運
行
終
了 

  

コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
バ
ス
を
利
用
し
た
真
人 

里
地
地
内
の
交
通
空
白
地
域
へ
の
巡
回
バ 

ス
の
運
行
を
試
行
で
６
月
20
日
の
金
曜
日 

か
ら
隔
週
で
４
回
実
施
し
ま
し
た
。 

 

往
路
で
は
、
栗
山
町
内
発
で
上
沢
、
万 

年
町
内
を
経
由
し
、
交
流
館
前
の
路
線
バ 

ス
８
時
３９
分
発
に
接
続
さ
せ
ま
し
た
。
そ 

の
後
源
藤
山
入
り
口
、
中
山
、
石
名
坂
町 

内
を
経
由
し
、
藤
巻
医
院
と
交
流
館(

８
時 

４５
分
着)

に
接
続
す
る
運
行
で
し
た
。 

復
路
は
、
往
路
の
逆
回
り
で
交
流
館(

９ 

時
４５
分
発)

で
、
藤
巻
医
院
に
停
車
後
に 

栗
山
町
内
を
終
点
に
運
行
し
ま
し
た
。 

 

真
人
町
里
地
に
は
越
後
交
通
が
平
日
６ 

便
の
運
行
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の 

バ
ス
路
線
か
ら
遠 

隔
地
域
の
路
線
バ 

ス
へ
の
補
完
と
町 

内
を
巡
回
し
、
藤 

巻
医
院
と
交
流
館 

へ
接
続
す
る
運
行 

コ
ー
ス
で
実
証
実 

験
を
行
い
い
ま
し 

た
。 

 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
来
の
目
的
と
な

る
交
通
確
保
に
対
す
る
実
証
実
験
で
あ
り

ま
し
た
が
、
期
間
中
の
路
線
バ
ス
へ
の
接

続
や
藤
巻
医
院
と
交
流
館
へ
の
ご
利
用
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
巡
回
バ
ス
運
行

箇
所
の
区
間
利
用
で
の
乗
車
が
１
件
２
名

あ
り
ま
し
た
。 

 

運
行
日
数
、
運
行
便
数
な
ど
利
用
し
易

い
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

後
の
運
行
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
定
期
的
に
予
約
制
と
し

た
運
行
に
つ
い
て
は
、
経
費
や
運
転
手
確

保
な
ど
で
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
当
面
は

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
合
わ
せ
た
臨
時
的
な
運

行
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
提
案
、
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
ら
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

(

真
人
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委
員
会) 

℡ 

86-

3

0

0
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【 

コ
ミ
バ
ス
利
用
状
況 
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

R

6.

12
～ 

 

昨
年
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
納
車
後

(

１２
月
５
日)

の
利
用
状
況
に
な
り
ま
す
。 

 

８
月
20
日
現
在(

利
用
回
数
・
人
数) 

公
共
交
通
利
用 

４
回 

２
人 

 
 

 
 

買
物
バ
ス 

 
 

８
回 

52
人 

 
 

 
 

温
泉
送
迎 

 
 

５
回 

33
人 

 
 

 
 

視
察
・
研
修 

 

３
回 

１７
人 

 
 

 
 

行
事
利
用 

 
 

９
回 

67
人 

 
 

 
 

    

そ
の
他
４
回 

０
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
計
２９
回 

 １
７
１
人 

      

原
信
桜
町
店
へ
試
験
走
行 

買 

物 

バ
ス
運
行 

９
月
11
日(

木)

シ
ル
バ
ー
デ
ィ
ー 

  

市
内
の
巡
回
バ
ス
が
終
了
の
予
定
で
も 

あ
り
、
直
接
路
線
バ
ス
で
買
い
物
に
行
け 

な
い
「
原
信
桜
町
店
」
へ
お
試
し
運
行
し 

ま
す
。 

集
合
時
間 

9
時
３０
分 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

買 

物 

先 
 

原
信
桜
町
店 

 
 

 
 

 
(

買
い
物
時
間  

約
40
分) 

 

申 

込 

み     

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

                    

℡ 

86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

お
名
前
、
町
内
名
、
連
絡
先 

 

(

電
話
番
号)

、
送
迎
の 

有
無 

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

利
用
料
金 

実
費
相
当
の
寄
付 

４
百
円
程
度 

以
上
で
お
願 

 

い
し
ま
す
。 

対 

象 

者 
  

真
人
里
地
・
芋
時
町
内
住
民 

申
込
人
数 

 

９
名 

  

申
込
期
限 

９
月
８
日(

月) 

※
前
回
の
利
用
者
は
６
名
で
し
た
。
皆 

様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

問
合
せ
先    
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 (

福
祉
会)

渡
邊
・
丸
山 

 
 

 
 

 
 

℡ 
86-

3

0

0

2 
 

温
泉
送
迎
バ
ス 

９
月
は
休
み
ま
す 

10
月
は
実
施
予
定 

  

９
月
は
農
作
業
に
頑
張
っ
て
い
た
だ 

き
、
１０
月
に
は
疲
れ
た
身
体
に
ご
褒
美
を 

与
え
る
温
泉
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま 

す
。 

 

お
ぢ
や
棚
田
米 

コ
ン
テ
ス
ト 

 

【 

エ
ン
ト
リ
ー
始
ま
る 

】 
  

中
山
間
地
小
千
谷
市
広
域
協
定
運
営
委 

員
会
主
催
の
第
2
回
お
ぢ
や
棚
田
米
コ
ン 

テ
ス
ト
の
令
和
7
年
産
・
新
米
の
出
品
者 

エ
ン
ト
リ
ー
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
77
名
の
方
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
を 

頂
き
、
10
名
の
入
賞
者
を
決
定
後
、
本
審 

査
の
試
食
に
よ
る
官
能
審
査
で
最
優
秀
賞 

１
点
、
優
秀
賞
３
点
が
選
出
さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
度
は
小
千
谷
市
「
ふ
る
さ
と
納 

税
」
の
返
礼
品
に
お
い
て
、
入
賞
者
の
お 

米
と
し
て
全
国
に

P
R

出
来
る
と
さ
れ
、 

お
ぢ
や
棚
田
米
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
の
肩
書 

も
得
て
販
売
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま 

す
。
今
年
の
気
象
条
件
に
生
産
者
の
皆
様 

は
大
変
な
お
難
儀
を
し
て
い
る
こ
と
と
存 

じ
ま
す
が
、
お
い
し
い
小
千
谷
米
の
お
米 

を
是
非
出
品
く
だ
さ
い
。 

 

１ 

エ
ン
ト
リ
ー
期
間 

 

８
月
４
日(

月)

～
９
月
３０
日(

火) 
 

２ 

参
加
要
件 

・
生
産
者
要
件 

小
千
谷
市
の
中
山
間
地 

域
直
接
支
払
制
度 

構
成
員 

・
審
査
米
の
要
件 

①
令
和
７
年
度
産
米 

②
品
種
は
問
わ
な
い 

③
生
産
者
あ
た 

り
１
点(

品
種
が
異
な
る
場
合
は
複
数 

エ
ン
ト
リ
ー
可) 

 

３ 

提
出
の
方
法 

 

提
出
物 

指
定
の
エ
ン
ト
リ
ー
用
紙 

 
提
出
先 

①
小
千
谷
市
広
域
協
定
運
営
委
員
会
事
務 

所(
小
千
谷
市
千
谷
川
２
丁
目
3-

26) 

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

②
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館(

渡
邊)

、
岩
沢 

住
民
セ
ン
タ
ー(

石
曽
根)

へ
持
参 

③
事
務
局
担
当
者
へ
持
参(

阿
部
、
細
金
、 

清
野
、
豊
田) 

➃
ス
マ
ホ
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー 

 

Q

R
コ
ー
ド
か
ら
読
み

込
む
と
入
力
フ
ォ
ー
ム
が

表
示
さ
れ
ま
す
。 

   

今
後
の
予
定 

(

詳
細
は
参
加
要
項
参
照) 

 

審
査
米
の
提
出 

 

１０
月
６
日(

月)

～
１０
月
３１
日(

金) 

 

一
次
審
査
結
果
通
知
発
送 

 
 

１１
月
１２
日(

水) 
 

一
次
審
査
通
過
は
１０
品 

 

本
審
査
・
表
彰 

 
 

１１
月
３０
日(

日)

１３
時
～
１６
時
予
定 

 
 

会
場 

ホ
ン
ト
カ 

 

※
問
合
せ
先 

お
ぢ
や
棚
田
米
コ
ン
テ
ス 

ト
主
催 

小
千
谷
市
広
域
協
定
運
営
委 

員
会 

担
当 

阿
部
巧 
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写
真
は
昨
年
の
本
審
査
・
表
彰
の
様
子 
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地
域
お
こ
し
協
力
隊 

着
任
し
ま
す 

 

真
人
里
地
地
区
で
募
集
し
て
い
た
地
域 

お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、
新
潟
市
在
住 

の
吉
田
透
彗

と
う
せ
い

さ
ん(
30
才)

か
ら
募
集
が
あ 

り
、
ま
ず
は
３
か
月
の
イ
ン
タ
ー
と
し
て 

着
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。(

そ
の
後 

差
支
え
な
け
れ
ば
３
年
間
の
任
期
と
な
り 

ま
す) 

 

受
け
入
れ
は
真
人
町
里
地
振
興
協
議
会 

と
な
り
ま
す
が
、
世
話
人
に
協
力
隊
OG
の 

坂
本
香
奈
子
さ
ん(

石
名
坂)

が
あ
た
り
、 

当
面
は(

有)

つ
ば
さ
ガ
ー
デ
ン
で
の
業
務 

と
地
域
づ
く
り
の
業
務
の
二
刀
流
で
進 

め
、
地
域
に
な
じ
み
な
が
ら
仕
事
の
内
容 

も
固
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

居
住
は
石
名
坂
町
内
で
、
田
中
定
義
様 

(

磯
五
郎)

所
有
の
家
屋
を
借
家
と
し
て
住 

ま
わ
れ
ま
す
。
町
内
並
び
に
ご
近
所
の
方 

に
は
特
段
の
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お 

願
い
し
ま
す
。 

吉
田
さ
ん
は
１６
日
に
引
っ
越
し
て
来
て 

１８
日
か
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

 【
吉
田
透
彗
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】 

 

初
め
ま
し
て
。
新
潟
市
の
文
京
町
か
ら

参
り
ま
し
た
吉
田
透
彗(

と
う
せ
い)

と
申

し
ま
す
。 

こ
の
た
び
真
人
地
域
に
イ
ン
タ
ー
と
し
て

着
任
い
た
し
ま
し
た
。 

 

以
前
は
農
業
に
携
わ
り
、
ス
イ
カ
、
や

米
、
大
根
の
栽
培
管
理
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
趣
味
は
料
理
で
、
ハ
ー
ブ
や
ス
パ
イ

ス
を
使
っ
た
香
り
の
よ
い
料
理
を
作
る
の

が
好
き
で
す
。 

 

自
然
に
囲
ま
れ
た
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ 

を
抱
き
、
今
回
の
挑
戦
を
決
め
ま
し
た
。 

現
在
ま
ず
は
、
つ
ば
さ
ガ
ー
デ
ン
で
の
業 

務
と
地
域
づ
く
り
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ 

く
予
定
で
す
。 

 

ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、 

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、 

少
し
ず
つ
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努 

め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

協
力
隊
募
集 

若
栃
地
区 
  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る 

若
栃
地
区
へ
、
先
般
一
人
の
女
性
が
現
地 

を
訪
れ
た
後
、
７
月
末
ま
で
に
選
考
書
類 

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
進
捗
に 

期
待
し
ま
す
。 

     

南
部
地
域 

町
内
会
長
懇
談
会 

  

８
月
２
日(

土)

午
後
６
時
３０
分
よ
り
、 

割
烹
竹
屋
を
会
場
に
南
小
中
学
校
区
の
町 

内
会
長
と
山
口
副
市
長
、
田
中
・
高
木
市 

議
会
議
員
を
来
賓
に
懇
談
会
が
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。 

  

  

              

※
写
真
右
上 

山
口
副
市
長
来
賓
挨
拶
、

左
上 

「
私
た
ち
の
地
域
の
現
状
と
課
題 

に
つ
い
て
」
報
告
す
る
瀧
澤
振
興
会
会
長 

  

瀧
澤
会
長
よ
り
「
私
た
ち
の
地
域
の
現 

状
と
課
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
話
題 

提
供
を
行
い
ま
し
た
。 

山
口
副
市
長
は
こ
れ
に
答
え
る
形
で
現
在 

の
人
口
減
少
か
ら
児
童
・
生
徒
数
も
減
少 

し
、
小
千
谷
市
立
小
中
学
校
の
在
り
方
検 

討
委
員
会
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ 

れ
が
ま
と
め
ら
れ
た
後
に
各
地
区
へ
の
説 

明
会
が
開
催
さ
れ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し 

た
。 

※
学
校
の
在
り
方
検
討
委
員 

会
の
協
議
資
料
や
会
議
録
は 

小
千
谷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

        

学
校
環
境
の
要
望
提
出 

  

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会(

代
表 

瀧
澤
功)

は
、
南
部
地
域
の
学
校
環
境
に
つ 

い
て
３
項
目
の
要
望
書
を
８
月
12
日(

火) 

小
千
谷
市
教
育
長
松
井
周
之
輔
に
提
出
し 

ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た
南
部
地 

域
の
教
育
懇
談
会
な
ど
で
の
要
望
を
ま
と 

め
た
も
の
で
、
①
市
道
芋
坂
２
号
線
通
学 

路
へ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
②
岩
沢
地
区 

と
南
中
学
校
の
登
校
区
間
へ
の
冬
期
間
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用 

③
南
小
・
中
学
校
特
別
活
動
教
棟
周
辺
の

通
信
環
境
整
備
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行

っ
た
も
の
で
す
。 

           

研
修
会
受
入
れ 

 

【
魚
沼
市
支
援
員 

意
見
交
換
会
】 

 

 

８
月
２０
日(

水)

に
魚
沼
市
の
二
地
区
の 

集
落
支
援
員
７
名
と
係
長
２
名
に
旧
川
口 

町
の
支
援
員
１
名
を
岩
沢
住
民
セ
ン
タ
ー 

に
迎
え
、
小
千
谷
市
の
集
落
支
援
員
３
名 

と
担
当
係
長
で
情
報
交
換
を
行
い
ま
し 

た
。 

 

こ
れ
は
、
以
前
か
ら
隣
接
す
る
魚
沼
市 

の
支
援
員
と
お
互
い
の
活
動
を
参
考
に
す 

る
た
め
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
買
い
物
・ 

移
動
支
援
、
過
疎
・
空
き
家
対
策
、
除
雪 

や
地
域
と
の
関
わ
り
や
地
域
運
営
組
織
の 

サ
ポ
ー
ト
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
協 

力
体
制
に
関
し
て
情
報
の
交
換
と
意
見
交 

換
を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

ど
こ
の
地
区
で
も
人
口
減
少
や
問
題
・ 

課
題
は
同
様
で
す
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る 

取
り
組
み
や
住
民
の
関
わ
り
は
そ
れ
ぞ
れ 

で
す
の
で
、
良
い
と
こ
ろ
は
取
り
入
れ
る 

た
め
の
情
報
交
換
と
し
て
行
こ
な
っ
て
い 

ま
す
。 

           

https://www.city.ojiya.niigata.jp/s
oshiki/education/gakkounoarika
ta.html 

岩沢駅前通り 

QRコード 
アドレス 

右 打ち合わせをする吉田さん 
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真
人
祭
り
奉
納
煙
火 

 

８
月
15
日(

金)  
  

真
人
祭
り
奉
納
煙
火
協
賛
会
主
催(

会
長 

藤
巻
克
久)

で
真
人
里
地
振
興
協
議
会
後
援 

に
よ
る
、
地
域
の
安
心
・
安
全
並
び
に
発 

展
を
祈
念
し
て
子
供
達
か
ら
お
年
寄
り
ま 

で
年
代
の
差
を
超
え
て
各
層
の
皆
様
か
ら 

お
楽
し
み
頂
け
る
花
火
大
会
と
し
て
８
月 

１５
日(

金)

夜
７
時
３０
分
打
ち
上
げ
と
し
て 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

花
火
番
付
に
は
、「
皆
が
笑
顔
で
、
安
全 

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
真
人
に
!!
」
と
さ 

れ
、
３９
番
の
打
ち
上
げ
が
組
ま
れ
、
子
供 

や
孫
の
誕
生
の
お
祝
い
の
花
火
や
追
善
供 

養
の
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

打
止
め
前
の
花
火
は
町
民
総
参
加
の
金
冠 

の
競
演
、
真
人
町
民
一
同
の
大
ス
タ
ー
マ 

イ
ン
が
長
寿
と
ご
多
幸
を
祈
願
し
て
真
人 

の
夜
空
を
染
め
ま
し
た
。 

 

奉
納
花
火
打
ち
上
げ
に
ご
尽
力
い
た
だ 

き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申 

し
上
げ
ま
す
。 

      

                                            

 

敬 

老 

会 

開 

催 
  

各
地
区
の
敬
老
会
の
日
時
を
掲
載
し
ま 

し
た
。
関
係
者
は
、
各
地
区
の
案
内
等
を 

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

真
人
里
地
地
区(

８
町
内) 

 

日
時 

９
月
７
日(

日) 
 

午
前
９
時
３０
分
～ 

 

会
場 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

芋
時
町
内 

 

日
時 

９
月
７
日(

日) 

正
午
～ 

 
 

 
 

 
 

 

送
迎
バ
ス
１１
時
３０
分 

 

会
場 

プ
ラ
ザ
片
山 

 
 

真
人
北
部
４
町
内 

 

日
時 

９
月
７
日(

日) 

午
前
11
時
～ 

 

会
場 

お
っ
こ
の
木 

 

市
之
沢
町
内 

 

日
時 

９
月
６
日(

土) 

正
午
～ 

 

会
場 

市
之
沢
ク
ラ
ブ 

       

 

        

 

道
路
・河
川
要
望 

市
・建
設
課
回
答 

  

今
年
度
の
各
町
内
の
道
路
・
河
川
要
望 

に
つ
い
て
、
７
月
の
３
日
に
建
設
課
に
よ 

る
現
地
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
８
月 

８
日
付
で
町
内
要
望
に
対
す
る
回
答
と
し 

て
真
人
里
地
、
芋
時
、
真
人
北
部
の
各
地 

区
に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た 

と
こ
ろ
、
大
半
の
要
望
に
は
応
え
ら
れ
ず 

に
心
苦
し
い
限
り
で
す
が
、
ご
理
解
頂
き 

ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で 

あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
危
険
個
所(

道
路
上
の
陥
没
な 

ど)

が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
早
急
に
建
設 

課
ま
で
連
絡
願
い
た
い
と
の
添
え
書
き
も 

あ
り
ま
し
た
。 

 

各
要
望
に
つ
い
て
の
結
果
に
つ
き
ま
し 

て
は
各
町
内
会
長
に
問
合
せ
願
い
ま
す
。 

  

残
暑
お
見
舞
い 

 
 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

               

【 

集
落
の
世
帯
数
２
戸
に 

】 
 

先
月
号
に
芹
久
保
地
内
の
佐
藤
さ
ん
所 

有
の
古
民
家
の
維
持
管
理
の
話
題
を
掲
載 

し
ま
し
た
が
、
７
月
１８
日
に
所
有
者
で 

あ
る
佐
藤
守
忠
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し 

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

芹
久
保
町
内
は
、
今
ま
で
３
世
帯
で
構 

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
２
世 

帯
の
集
落
と
な
り
ま
し
た
。
永
井
町
内
会 

長
は
、
今
ま
で
故
佐
藤
氏
と
今
後
に
つ
い 

て
の
話
合
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
集 

落
の
終
末
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
組
を
進 

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

小
千
谷
市
本
町
に
は
佐
藤
守
忠
さ
ん
名 

義
の
土
地
が
あ
り
、
先
般
開
催
さ
れ
た
南 

校
区
町
内
会
長
懇
談
会
に
来
賓
と
し
て
出 

席
し
た
、
山
口
副
市
長
は
、
生
前
、
佐
藤 

さ
ん
に
本
町
振
興
の
た
め
の
協
力
依
頼
を 

行
っ
て
い
た
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

真
人
北
部
で
は
、
過
去
に
桂
平
集
落
、 

孫
四
郎
集
落
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
集
落
状
況
は
市
之
沢
１１
世
帯
、
山 

新
田
４
世
帯
、
芹
久
保
２
世
帯
、
若
栃
24 

世
帯
、
北
山
５
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

岩
沢
地
域
の
山
地
集
落
は
真
人
北
部
地
区 

よ
り
早
い
人
口
減
少
が
進
み
、
現
在
の
世 

帯
数
は
岩
山
８
世
帯
、
池
の
又
１
世
帯
、 

田
代
１
世
帯
、
小
土
山
０
世
帯
、
外
之
沢 

１
世
帯
、
大
崩
６
世
帯
、
池
の
平
１
世
帯 

で
、
以
前
の
７
集
落
か
ら
２
集
落
と
な
っ 

い
ま
す
が
、
こ
の
間
に
町
内
合
併
等
は
行 

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
池
の
平
集
落
が
大
崩 

集
落
に
町
内
業
務
を
お
願
い
し
て
い
る
状 

況
が
あ
り
ま
す
。 

 

敬
老
会
な
ど
複
数
で
開
催
し
て
い
る
行 

事
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
北
部
地
区
の 

協
同
や
行
事
運
営
な
ど
の
在
り
方
も
検
討 

に
つ
い
て
、
行
政
も
含
め
て
進
め
る
必
要 

が
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

真人の風 
（令和 7年８月２５日） 

(全 戸 配 布) 
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昨年開催の北部地区４町内敬老会 会場 おっこの木 

皆
が
笑
顔
で
安
全
で
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
真
人
に 

残
暑
お
見
舞
い 

申
し
上
げ
ま
す 
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ニ
ッ
ポ
ン
豆
腐
百
選
に
選
出 

も
め
ん 

(

株)

豆
ノ
助 

         

豆
ノ
助
の
「
も
め
ん
」
が
ニ
ッ
ポ
ン
豆 

腐
百
選
２
０
２
５
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ 

の
機
会
に
豆
ノ
助
の
お
豆
腐
、
揚
げ
物
、 

ス
イ
ー
ツ
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。 

 

一
般
社
団
法
人
日
本
豆
腐
マ
イ
ス
タ
ー 

協
会
は
、
全
国
豆
腐
品
評
会
運
営
委
員
会 

と
共
同
で
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
１
０
０ 

の
優
れ
た
豆
腐
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ 

ク
『
ニ
ッ
ポ
ン
豆
腐
百
選

2
0

2
5

』
を 

発
表
し
ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
全
国
豆
腐
品
評
会 

の
地
方
予
選
を
勝
ち
抜
き
全
国
大
会
に
出 

品
さ
れ
た
豆
腐
、
沖
縄
県
の
島
豆
腐
品
評 

会
で
入
賞
し
た
豆
腐
な
ど
、
日
本
各
地
の 

伝
統
と
技
術
が
詰
ま
っ
た
“
選
ば
れ
し 

1
0

0

の
豆
腐
”
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

            

 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
豆
腐
の
分
類(

種 

類)

ご
と
に
、
寄
せ
豆
腐
32
品
、
木
綿
豆 

腐
２３
品
、
絹
豆
腐
２３
品
、
充
填
豆
腐
17 

品
、
島
豆
腐
４
品
、S

P
E

C
IA

L
(

厚
生
労 

働
省
認
定
現
代
の
名
工
の
逸
品)

１
品
の
１ 

０
０
品
が
掲
載
さ
れ
、
豆
ノ
助
は
木
綿
豆 

腐
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

豆
ノ
助
の
豆
腐
は
国
産
フ
ク
ユ
タ
カ
大 

豆
使
用
で
、
豆
の
旨
味
を
丁
寧
に
引
き
出 

し
、
甘
味
、
香
り
の
良
い
仕
上
が
り
と 

し
、
木
綿
豆
腐
で
す
が
柔
ら
か
め
に
寄
せ 

て
い
ま
す
。
奴
を
召
し
上
が
る
際
、
お
醤 

油
を
た
さ
ず
に
大
豆
の
美
味
し
さ
を
味
わ 

っ
て
ほ
し
い
手
作
り
豆
腐
の
逸
品
で
す
。 

 

全
国
か
ら
評
価
さ
れ
た
味
と
技
の
お
豆 

腐
を
各
家
庭
で
も
味
わ
っ
て
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
今
後
も
精
進
を
さ
れ
、
豆
ノ
助 

の
「
食
」
が
地
域
の
特
産
品
と
し
て
定
着 

さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

※
H
９
年
に
「
真
人
健
康
食
品
生
産
組 

合
」
が
立
上
げ
、
H

25
年
坂
本
地
域
起 

こ
し
協
力
隊
着
任
、
H

27
真
人
豆
腐
の 

事
業
を
継
承
し
現
在
の
豆
ノ
助
と
な
る
。 

                  

 

福 

祉 

会 

訪 

問 
 

 
 

  

高
齢
者
の
み
世
帯
へ 

  

真
人
里
地
福
祉
会
で
は
、
７
月
２８
日
の 

暑
い
日
で
し
た
が
、
渡
邉
会
長
と
高
塩
、 

藤
巻
両
民
生
児
童
委
員
と
共
に
高
齢
者
の 

み
世
帯
へ
訪
問
し
、
訪
問
の
品
物
を
お
渡 

し
す
る
と
同
時
に
健
康
に
気
を
付
け
て
過 

ご
す
よ
う
に
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
今
回
の
真
人
里
地
地
区
で
の
高 

齢
者
の
み
世
帯
で
の
訪
問
は
32
世
帯
で
し 

た
。 

 

４
月
１
日
現
在
の
真
人
町
の
世
帯
数
は 

３
５
３
世
帯
で
、
高
齢
者
世
帯
の
う
ち
高 

齢
者
の
み
の
世
帯
は
66
世
帯(

18

.7

%) 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
は
６０
世
帯
・ 

人(

17

%)

で
合
わ
せ
て
１
９
９
人
と
な
り 

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
人
口
は
４
３
３
人 

で
高
齢
化
率
は
49

.5

%
で
す
。(

７
月 

２５
日
発
行
の
南
校
区
町
内
会
長
協
議
会 

会
報
誌
「
ミ
ッ
ク
ス
」
参
照) 

                  

民
生
児
童
委
員 

主
任
児
童
委
員
選
考 

 

民
生
児
童
委
員
並
び
に
主
任
児
童
委
員 

の
選
考
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら 

推
薦
し
国
か
ら
認
定
さ
れ
た
後
、
12
月
よ 

り
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

選
任
さ
れ
ま
し
た
ら
改
め
て
お
伝
し
ま
す
。 

 

渇 

水 

と 

高 

温 
 

 

こ
の
後
の
実
り
の
秋
は
ど
う
な
る
? 

 

                   
 

か
ぜ
ん
ニ
ュ
ー
ス 

問
合
せ
は
「
か
ぜ

ん
」
へ 

「
か
ぜ
ん
」
の
ラ
イ

ン
登
録
で
各
種
の
案

内
が
来
る
よ
!! 

   

【
編
集
後
記
】 

 

５
月
に
救
急
車
の
お
世
話
に
な
り
、
そ 

の
時
は
救
急
車
に
収
容
さ
れ
た
症
状
か
ら 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
た
の
で
、
救 

急
車
で
の
搬
送
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

お
世
話
に
な
る
こ
と
が
続
き
今
月
の
初
め 

に
自
宅
か
ら
小
千
谷
総
合
病
院
ま
で
左
わ 

き
腹
痛
と
冷
や
汗
ダ
ク
ダ
ク
、
救
急
車
で 

搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
夜
勤
の
当
直
医
の
判 

断
が
早
く
、
結
石
を
疑
わ
れ
て
CT
検
査
に 

よ
り
膀
胱
手
前
の
結
石
を
確
認
さ
れ
、
左 

尿
管
結
石
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
薬
は
あ 

る
け
ど
色
々
な
薬
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
か 

ら
処
方
な
し
で
、
痛
み
止
め
で
処
置
さ
れ 

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
落
ち
着
き
ま
し
た
。 

小
千
谷
に
は
泌
尿
器
科
が
な
い
の
で
、
翌 

日
の
受
診
に
長
岡
の
泌
尿
器
科
を
勧
め
ら 

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
小
千
谷
総
合 

病
院
な
の
に
泌
尿
器
科
が
な
く
、
小
千
谷 

に
開
業
医
も
い
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま 

し
た
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
に
は
厳
し
い
通 

院
状
況
が
待
っ
て
い
る
こ
と
も
知
る
こ
と 

に
な
り
ま
し
た
。 

 

自
分
で
９
種
類
の
薬
を
処
方
さ
れ
、
二 

つ
の
診
療
科
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

が
、
こ
こ
に
市
街
の
通
院
も
重
な
る
と
医 

療
経
費
も
負
担
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

身
を
持
っ
て
健
康
の
大
切
さ
と
予
防
の 

必
要
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
出
来
、
毎
日
を 

エ
ン
ジ
ョ
イ
す 

る
こ
と
が
い
つ 

ま
で
も
出
来
る 

よ
う
に
お
互
い 

に
努
め
ま
し
ょ 

う
。
「
健
康
寿
命 

延
伸
!!

」 
(

渡 

邊) 

(

９
月
４
～
８
日 

休
暇
で
す) 

写真提供 (株)小千谷新聞社 

これに泣きました  


